
次世代型医療機器開発等推進事業
先進的医療機器・システム等開発プロジェクト

研究開発目的
⚫世界最高分解能（1mm）でありながらも小型・普及型の頭部専用のPET
（陽電子断層撮像法）装置の開発を目指す。

⚫脳が委縮する前に、機能異常をPETで検出し、認知症の早期診断を可能に。
脳腫瘍やてんかん診断の早期診断で脳機能温存医療を実現。

⚫輸入に頼ることなく、国産PET装置で脳健康長寿社会実現へ貢献。

取り組み
⚫試作機の製作及び性能評価を行い、1mm分解能達成の実証試験を行う。
その後、製品化に向けたプロトタイプ製作を行い、最終年度で本装置を用い
た臨床研究の実施を行う。

成果
⚫１リング試作機によるファントム実験を行い、1mm分解能が達成されたことを
確認した。

⚫１リング試作機からフルサイズにスケールアップした試作機を完成させた。

今後の展開
⚫フルリング試作機を用いたファントム実験を行い、1mm分解能が達成された
ことの評価を行う。
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